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救命救急センター・救急科（総合救急部）は主に三次救急を担っている。ホットラインを通じて

救急隊や他院からの要請に 365 日、24 時間対応している。受け入れる傷病者では外傷例が最も多く、

外因による重症患者の受入れを特徴とした救命救急センターとなっている。時間外に二次救急医療

機関で受け入れが困難な事例への対応を目的とした大阪府コーディネート事業にも参加している

が、高齢者、薬物大量服用、飲酒、精神疾患で身体損傷を伴う事例などが多く、社会の根の深い問

題に直面している。その他にも救急救命士を含む救急隊員の病院前医療活動の質を保証するメディ

カルコントロール（MC）や政策医療の一つである災害医療にも対応している。 
特に、災害医療では、DMAT (Disaster Medical Assistance Team)としての対応や放射線災害に対す

る緊急被ばく医療を主要な業務として、広域の共同研究や災害訓練にかかわってきた。東日本大震

災では、DMAT 派遣、医療支援、さらに被ばく医療への対応を行った。放射性物質の内部被ばく検

査も災害医療棟地下の除染施設で行った。今後はさらに機能の充実が求められる。DMAT 事務局の

代替機能を果すための組織作りも重要な課題である。 
研究テーマも三次救急の代表的な病態である多発外傷、院外心停止、中毒、熱傷、多臓器不全が

中心になる。外因性救急病態での血中プロカルシトニン値の評価や院外心停止の CT 画像診断の意

義についての NHO 共同研究は多数の症例登録を行った。NHO 指定研究である「広域災害時の NHO
の役割」では、災害時要救護者への対応策についてアンケート調査を行った。厚生科学研究費補助

金による「災害時効果的初動期医療の確保及び改善に関する研究」では共同研究者として災害時の

標準的診療録作成を目指している。自主研究では近畿多施設共同研究で「院外心停止例の蘇生後人

工呼吸器関連肺炎に関する前向きコホート研究」について主任研究者としてまとめている。遺伝性

血管性浮腫（HAE）疫学調査の分担研究も継続中である。熱傷や軟部組織損傷に対する再生医療は

なお計画中である。 
臨床と研究を担うスタッフ医師が不足しているが新たな人材確保もできて、今後診療・研究機能

の展開を期待している。 
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